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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月8日(2020.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　・一般式(I)
　　R1CH(SO3M

1)COOM2  (I)
(式中、基R1は、6～18個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケニ
ル基であり、基M1及びM2は、互いに独立に、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及
びアルカノールアミンを含む群から選択される)
の1種以上のα-スルホ脂肪酸二塩(A)、
・化合物(F)及び化合物(G)から選択される1種以上のスルホケトン(B)であって、化合物(F
)が、一般式(VI)
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　　R6CH2-CO-CHR
7(SO3M

8)  (VI)
(式中、基R6及びR7は、互いに独立に、6～18個の炭素原子を有する直鎖状又は分枝状アル
キル基であり、基M8は、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及びアルカノールアミ
ンを含む群から選択される)
を有し、化合物(G)が、一般式(VII)
　　(SO3M

9)R8CH-CO-CHR9(SO3M
10)  (VII)

(式中、基R8及びR9は、互いに独立に、6～18個の炭素原子を有する直鎖状又は分枝状アル
キル基であり、基M9及びM10は、互いに独立に、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウ
ム及びアルカノールアミンを含む群から選択される)
を有する、1種以上のスルホケトン(B)、並びに
・水
を含む水性界面活性剤組成物であって、以下の条件:
・化合物(A)の量が化合物(B)の量よりも大きい(いずれも全水性界面活性剤組成物に対す
る)、
・水性界面活性剤組成物が、一般式(V)
　　R2CH(SO3M

7)COOR3  (V)
(式中、基R2は、6～18個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケニ
ル基であり、基R3は、1～20個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はア
ルケニル基であり、基R3は、必然的に、3個超の炭素原子のものだけアルケニル基であっ
てよく又は分岐していてよく、基M7は、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及びアル
カノールアミンを含む群から選択される)
の1種以上のエステルスルホン酸塩(E)を含む場合、化合物(A)が、化合物(A)及び(E)の合
計に対して50重量%以上の程度まで存在しなければならない
が適用される、前記水性界面活性剤組成物。
【請求項２】
　式(I)における基R1が、10～16個の炭素原子を有する飽和直鎖状アルキル基であり、化
合物(A)に関して、基R1がデシル又はドデシル基である化合物(A)の割合が、化合物(A)の
全量に対して90重量%以上である、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　基M1及びM2並びにまた基M8、M9及びM10が、H(水素)及びNa(ナトリウム)を含む群から選
択される、請求項1又は2に記載の組成物。
【請求項４】
　一般式(III)
　　R4COOM5  (III)
(式中、基R4は、7～19個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケニ
ル基であり、基M5は、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及びアルカノールアミン
を含む群から選択される)
の1種以上の化合物(C)を追加的に含む、請求項1から3のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　一般式(IV)
　　(M6)2SO4  (IV)
(式中、M6は、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及びアルカノールアミンを含む群か
ら選択される)
の1種以上の硫酸の無機塩(D)を追加的に含む、請求項1から4のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項６】
　アルキルグリコシド(H1)、アミドアルキルベタイン(H2)及びN-アシルグルタミン酸化合
物(H3)を含む群から選択される1種以上の化合物(H)を追加的に含む、請求項1から5のいず
れか一項に記載の組成物であって、化合物(H)が以下: 
　式(IIa)
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　　R10O-[G]p  (IIa)
(式中、R2は、8～18個の炭素原子を有するアルキル及び/又はアルケニル基であり、Gは、
5又は6個の炭素原子を有する糖残基であり、pは、1～10の数である)
による化合物(H1)であって、化合物(H1)に関して、基R2が15個以上の炭素原子を有するア
ルキル又はアルケニル基である化合物(H1)の割合が、水性界面活性剤組成物中の化合物(H
1)の全量に対して5重量%以下であるというさらなる条件が適用され、
　化合物(H2)が、式(IIb)
　　R11-CO-NH-(CH2)y-N

+(CH3)2-CH2-COO
-  (IIb)

(式中、基R11は、7～19個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケ
ニル基であり、添え字yは2～4の範囲の整数である)
を特徴とし、基R2がアルケニル基である化合物(H2)の割合が、水性界面活性剤組成物中の
化合物(H2)の全量に対して3重量%以下であるという条件が適用され、
　式(IIc)
　　M3OOC-CH2-CH2-CH(NH-CO-R

12)-COOM4  (IIc)
(式中、基R12は、7～19個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケ
ニル基であり、基M3及びM4は、互いに独立に、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム
及びアルカノールアミンを含む群から選択される)
による化合物(H3)
を特徴とする、前記組成物。
【請求項７】
　1種以上のアミドアルキルベタイン(H2)を追加的に含む、請求項1から5のいずれか一項
に記載の組成物であって、化合物(H2)が、式(IIb)
　　R11-CO-NH-(CH2)y-N

+(CH3)2-CH2-COO
-  (IIb)

(式中、基R11は、7～19個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケ
ニル基であり、添え字yは2～4の範囲の整数である)
を特徴とし、基R2がアルケニル基である化合物(H2)の割合が、水性界面活性剤組成物中の
化合物(H2)の全量に対して3重量%以下であるという条件が適用される、前記組成物。
【請求項８】
　化粧品のための並びにまた洗剤及び洗浄剤のための、請求項1から7のいずれか一項に記
載の組成物の使用。
【請求項９】
　毛髪用シャンプー、シャワー用ジェル、せっけん、合成洗剤、ウォッシングペースト、
ウォッシングローション、スクラブ製剤、フォームバス、オイルバス、シャワーバス、シ
ェービングフォーム、シェービングローション、シェービングクリーム及びデンタルケア
製品の形態の化粧品のための、請求項1から7のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項１０】
　硬質表面を清浄化するための低いpHを有する製品、例えば、浴槽及びトイレ洗浄剤など
のための、並びにまた、衛生設備において使用するための洗浄及び/又はフレグランスゲ
ルのための、請求項1から7のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、最初に、
・一般式(I)
　　R1CH(SO3M

1)COOM2  (I)
(式中、基R1は、6～18個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケニ
ル基であり、基M1及びM2は、互いに独立に、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及
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びアルカノールアミンを含む群から選択される)
の1種以上のα-スルホ脂肪酸二塩(A)、
・化合物(F)及び化合物(G)から選択される1種以上のスルホケトン(B)であって、化合物(F
)が、一般式(VI)
　　R6CH2-CO-CHR

7(SO3M
8)  (VI)

(式中、基R6及びR7は、互いに独立に、6～18個の炭素原子を有する直鎖状又は分枝状アル
キル基であり、基M8は、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及びアルカノールアミ
ンを含む群から選択される)
を有し、化合物(G)が、一般式(VII)
　　(SO3M

9)R8CH-CO-CHR9(SO3M
10)  (VII)

(式中、基R8及びR9は、互いに独立に、6～18個の炭素原子を有する直鎖状又は分枝状アル
キル基であり、基M9及びM10は、互いに独立に、H、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウ
ム及びアルカノールアミンを含む群から選択される)
を有する、1種以上のスルホケトン(B)、並びに
・水
を含む水性界面活性剤組成物であって、以下の条件:
・化合物(A)の量が化合物(B)の量よりも大きい(いずれも全水性界面活性剤組成物に対す
る)、
・水性界面活性剤組成物が、一般式(V)
　　R2CH(SO3M

7)COOR3  (V)
(式中、基R2は、6～18個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はアルケニ
ル基であり、基R3は、1～20個の炭素原子を有する直鎖状若しくは分枝状アルキル又はア
ルケニル基であり、基R3は、必然的に、3個超の炭素原子のものだけアルケニル基であっ
てよく又は分岐していてよく、基M7は、Li、Na、K、Ca/2、Mg/2、アンモニウム及びアル
カノールアミンを含む群から選択される)
の1種以上のエステルスルホン酸塩(E)を含む場合、化合物(A)が、化合物(A)及び(E)の合
計に対して50重量%以上の程度まで、特に90重量%以上の程度まで存在しなければならない
が適用される、水性界面活性剤組成物を提供する。
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